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イ
コ
モ
ス
は
審
査
の
結
果�
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な
ど
の
点
か
ら
「
登
録
」
を
勧
告
し

ま
し
た
。

　

た
だ
し
柳
之
御
所
遺
跡
に
つ
い
て

は
、
浄
土
思
想
と
の
直
接
的
な
関
連

性
が
証
明
し
切
れ
て
い
な
い
と
し
て
、

構
成
資
産
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
イ
コ
モ
ス
は
、
構
成
資

産
の
見
直
し
や
除
外
が
必
要
な
推
薦

物
件
に
対
し
て
「
登
録
延
期
」
を
勧

告
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回

の
「
平
泉
」
で
は
、
資
産
の
一
部
除

外
が
適
当
と
し
な
が
ら
「
登
録
」
を

認
め
る
と
い
う
、
極
め
て
異
例
な
評

価
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平

泉
の
「
浄
土
を
表
す
資
産
群
」
が
非

常
に
高
く
評
価
さ
れ
た
一
方
で
、

個
々
の
構
成
資
産
が
主
題
（
推
薦
テ

ー
マ
）
に
合
致
し
て
い
る
か
厳
密
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
資
産
を
取
り

巻
く
環
境
や
資
産
間
の
視
覚
的
結
び

付
き
な
ど
に
つ
い
て
も
、
現
状
に
対

し
て
厳
し
い
指
摘
が
見
ら
れ
、
景
観

面
で
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
推
進
室
で
は
イ
コ
モ
ス

勧
告
対
応
の
た
め
、
５
月
６
日
の
夕

刻
か
ら
待
機
し
て
そ
の
連
絡
を
待
ち

ま
し
た
。

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
電
話
で
速
報

が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
日
付
が
変

わ
っ
た
７
日
午
前
４
時　

分
。
県
か
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平
泉
の
価
値

４
時　

分
に
第
１
報

16
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勧告後の記者会見で正式登録に向け決意を示す菅原町長（写真中央）

3 �� ������

ら
速
報
資
料
の
送
付
を
受
け
て
、
４

時　

分
に
報
道
記
者
発
表
。
合
わ
せ

45
て
関
係
者
や
関
係
団
体
へ
速
報
情
報

を
連
絡
し
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
に
は
、
防
災
無
線
に
よ

り
町
民
の
皆
さ
ん
に
勧
告
の
内
容
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時　

分
、
文
化
庁
が
作
成

13

し
た
勧
告
の
概
要
資
料
（
第
２
報
）

を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
基
に
午
前　
10

時
か
ら
町
長
が
記
者
会
見
を
行
い
ま

し
た
。
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「
登
録
」
の
勧
告
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、

大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

前
回
平
成　

年
に
は
、
イ
コ
モ
ス

20

勧
告
そ
し
て
世
界
遺
産
委
員
会
と
も

に
「
登
録
延
期
」
と
い
う
厳
し
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　

近
年
、
世
界
遺
産
登
録
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
な
ど
勘
案

し
ま
す
と
、
と
り
あ
え
ず
「
大
き
な

山
を
ひ
と
つ
越
え
た
」
安
ど
の
気
持

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
国
・
県
は
じ
め

関
係
各
位
・
機
関
、
そ
し
て
町
民
の

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
正
式
な
登
録
の

可
否
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
「
世
界

遺
産
委
員
会
」
で
決
議
さ
れ
る
も
の

で
す
か
ら
、
今
後
も
国
・
県
と
し
っ

か
り
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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　鉄塔や建築物などにより資産の価値に対する悪
影響が見られるものの、完全性と真実性は担保さ
れている。

　金色堂を含む中尊寺、毛越寺をはじめとする４
つの庭園（中尊寺大池跡、毛越寺庭園、観自在王
院庭園、無量光院跡）と金鶏山については仏国土
（浄土）を表す資産として顕著な普遍的価値が認め
られる。

　平泉の寺院と浄土庭園は、アジアの仏教と日本
の作庭技術が独特の庭園意匠となって顕著な事例
になったことを示している。
　ただし柳之御所遺跡については、この評価基準
にどのように寄与しているか証明されていない。

　この評価基準は、適合しない。

　浄土庭園には仏教と日本の自然信仰の融合が明
確に表現されており、また浄土思想は日本のみな
らず東南アジアにも影響を与えた顕著な普遍的な
意味を持つ思想であると考えられる。

　浄土思想との直接的な関連性の点から、本資産
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の顕著な普遍的価値の一部をなすものとは認めら
れないため、資産から除外することが適当。

　道路建設などの開発行為が資産に影響する可能
性があり、開発行為の実施に当たっては、各構成
資産への影響及び構成資産と金鶏山との視覚的結
び付きへの影響などについて、資産への影響評価
が必要である。

　いずれも適切であるが、さらに各構成資産間の
視覚的結び付きについての保護を強化することが
重要である。

　推薦書では、その資産名称を「平泉－仏国土（浄
土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群」とし
ている。
　その資産名称から「考古学的遺跡群」を取り、
「平泉－仏国土（浄土）を表す仏堂・庭園」
　（仮訳：Hiraizumi― Temples　and　Gardens
Representing　the　Buddhist　Pure　Land) へと変
更すること。

　�中尊寺と無量光院跡の庭園の発掘調査につい
　　ては、事前にイコモスの評価を受けること。
　�考古学的遺跡の保護を積極的に行うこと。
　�各資産への影響を慎重に調査した上で、適正
　　な見学者の管理手法を策定すること。
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